
これまでの気象経過と生育状況

東北地方予報【向こう１カ月の天気見通し】
令和８年６月１１日発表
【平均気温】高い見込みです　
　　　　　　（低２０％・並３０％・高５０％）
【降 水 量】ほぼ平年並の見込みです
　　　　　　（小３０％・並３０％・多４０％）
【日照時間】ほぼ平年並みの見込みです　
　　　　　　（小３０％・並４０％・多３０％）

微量要素肥料の追肥（調節肥）で異常気象に強い稲を！
　水稲はケイ酸や苦土等の微量要素を土壌から吸収しています。
　微量要素の施用は、米の生産性や品質の向上、異常気象（高温、低温、強風等）に強い
稲づくりに繋がります。
　微量要素入り肥料（例）

肥　料　名 種　類 施肥量
（㎏／１０ａ） 施肥時期 備　　　　　考

け い 酸 加 里
ケ イ 酸
含有肥料

２０㎏

６月下旬
～

７月上旬

①倒伏抵抗性が高まる　⑤食味向上
②根の活力向上　　　　⑥病害虫被害の軽減
③有効茎歩合の向上　　⑦葉身の老化軽減
④登熟歩合の向上　　　⑧ワキの発生抑制

サ ン メ イ ト ３０㎏

Ｋ Ｓ Ｋ ２８ １．４㎏
マ グ ホ ス リ ン 酸

含有肥料
２０～４０㎏ ①根の活力向上　　　　③登熟歩合向上

②有効茎歩合向上ＰＫ化成４０号 ２０㎏

生育栄養診断を実施し適正な追肥を！
　７月はいよいよ幼穂が発育し、収量や品質に大きな影響を与える大切な時期です。
　幼穂形成期（平坦部では７月１０～１５日頃、山間部では７月１５～２０日頃）に「生育栄養診
断」を行い、診断に基づいた適正な追肥を行いましょう。

４月から６月上旬にかけて、平均気温は平年よりも
高めに推移しました。播種作業はほぼ平年並みに行
われました。苗の生育はおおむね順調でした。

田植始期が５月１６日頃、盛期が２３日頃、終期が
６月１日頃と推測しています。平年よりも田植
え期間が長くなっています。

この期間は、周期的に降雨がありました。５月下旬にはややまと
まった降雨がありましたが、降水量は全体として平年並～少なく
経過しました。

この期間は、平年に比べて日照時間が多くなりました。田んぼの
土が良く乾き、乾田効果による地力窒素の出現が期待できます。
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生育指数（草丈×㎡茎数）

Ⅴ-１型
葉色濃い
(倒伏１～２)

Ⅵ型
籾数過多
(倒伏２以上)

Ⅰ型
栄養不足
籾数不足
(倒伏０)

Ⅱ型
籾数やや不足
(倒伏０)

Ⅴ-２型
生育過剰
(倒伏１～２)

Ⅲ型
理想
(倒伏０～１)

Ⅳ型
籾数やや多い
(倒伏０～１)

(×1,000)

幼穂形成期における栄養診断図（県南）

簡易な栄養診断のやり方
幼穂形成期に圃場内の平均的な
１．１０株の草丈を測る　→平均を出す①
２．１０株の茎数を数える→平均を出す②
３．㎡当たりの茎数を求める
　　７０株植えは②×２１．２
　　６０株植えは②×１８．２
４．生育指数（草丈×㎡当たり茎数）を求める
　　生育指数＝①×③
５．SPADで葉色を測る（無い場合は葉色版等で）
６．�４と５の数値を栄養診断図に落としこんで

診断する

時　期 分げつ
始　期
６月１０日

有効茎
決定期
６月２５日

最　　高
分げつ期
７月５日

幼　穂
形成期
７月１５日

減　数
分裂期
７月２５日

草 丈（㎝） ２４ ３４ ４７ ６２ ７４
茎 数（本／㎡） １２５ ３４６ ４６２ ４６３ ４３７
葉 数（枚） ５．８ ８．４ ９．８ １０．９ １２．３
葉 色（SPAD502） ４３ ４４ ４２ ３８
生育指数（×１,０００） ３．０ １１．８ ２１．７ ２８．７ ３２．３

生育型 窒素追肥量（㎏／１０ａ）
幼穂形成期 減数分裂期

Ⅰ 型 ２㎏ ２㎏
Ⅱ 型 ２㎏ ２㎏
Ⅲ 型 ムラ直し１㎏ ２㎏
Ⅳ 型 なし ２㎏
Ⅴ-1型 なし ムラ直し１㎏
Ⅴ-2型 なし ムラ直し１㎏
Ⅵ 型 なし なし

今年の夏も暑くなりそうです！
こまめな休憩と水分・塩分補給で

熱中症対策を万全に！！

⎫
⎬
⎭
③

時期別理想生育量（県南）あきたこまち
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〇いもち病　圃場を巡回し、早期発見・早期治療が基本となります。

〇稲こうじ病
　�　窒素肥料が多い圃場や、
前年に多発生した圃場で
は防除が必要です。

農薬名 剤　　　　型 １０ａ散布量粉剤ＤＬ ゾル フロアブル 粒剤

ブ ラ シ ン 〇 〇 粉剤ＤＬ：３～４ｋｇ
フロアブル：１，０００倍（６０～１５０ℓ）

ビ ー ム 〇 〇 粉剤ＤＬ：３～４ｋｇ
ゾル：１，０００倍（１００～１５０ℓ）

ト ラ イ 〇 〇 粉剤ＤＬ：３～４ｋｇ
フロアブル：１，０００倍（６０～１５０ℓ）

コラトップ粒剤５ 〇 粒剤：３～４ｋｇ　出穂１５～７日前

〇紋枯れ病
　�　窒素肥料が多い圃場
や前年に多発生した圃
場では防除が必要です。

〇斑点米カメムシ類
　�　斑点米カメムシ類の主要種はアカスジカスミカメです。ノビエやホタルイ等の雑草発
生田では、出穂期１０日後頃と同２４日後頃の２回防除が必要です。

　�　１回目の薬剤散布後、
１週間以内に草刈りを
実施してカメムシ類の
住処を無くしましょう。

深水・中干し後の水管理と主要作業　飽水管理を継続します
水管理と作業のイメージ ５月20日田植のモデル
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飽水管理の継続 飽水管理の継続 飽水管理の継続

糊熟期

生育栄養診断中干しで土を締める目標茎数の８割を確保したら
出穂期を
必ず確認追肥②追肥①土中に酸素を入れて深水を行って無効茎を出さない

根を深く張らせる

白未熟粒
発生警戒期

白未熟粒
発生警戒期

月

日

水管理

田　面

生育ステージ

栽培管理

主要作業

高温登熟警戒

斑点米

カメムシ対策

田植後日数 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103

最高分げつ期有効茎決定期

白未熟粒発生危険期
日最高気温30℃以上、夜温25℃以上は水の入れ替えで地温を下げる

薬剤散布
（１回目）

薬剤散布
（２回目）

１回目防除後1週間以内に畦畔草刈り 草刈り禁止期間（収穫２週間前頃まで）

傾穂期穂揃期出穂期減数分裂期幼穂形成期

★地域一斉草刈り期間★
農道・水路・畦畔

草刈り禁止期間（出穂10～15日前から）
水田内雑草防除徹底期間

草刈り徹底期間

深水管理
15cm程度
ただし

深水できない場合は
直ちに溝切・中干し

飽水管理を再開

中干し 溝切

低温時は深水管理で幼穂を保護

感謝の気持ちで今シーズン最後の入水を
しましょう。落水は９月に入ってから。

病害虫防除対策　　減農薬栽培等で使用薬剤に制限がある場合は、防除暦に従ってください

〇飽水管理を継続する理由
　１．土壌を湿潤状態に保つことで、条間の風通しを良くし株元の温度と地温を下げる効果
　２．根に酸素を供給し、根腐れを防ぎ、根の伸長を促進
　３．土中の有毒ガス（硫化水素、メタンガスなど）を抜く

４．限りある用水を地域全体で有効に活用する効果
５．地力窒素の発現を促し、後期まで栄養補給を持続

薬剤名 散布時期 １０ａ散布量
トライフロアブル

出穂２０～１０日前
１，０００倍（１００～１５０ℓ）

Ｚボルドー粉剤ＤＬ ３～４ｋｇ
モンガリット粒剤 ４ｋｇ

薬剤名 散布時期 １０ａ散布量
モンカットファイン粉剤ＤＬ２０ 出穂直前

～穂揃期
３～４ｋｇ

モ ン カ ッ ト フ ロ ア ブ ル １，５００倍（１５０ℓ）
モ ン ガ リ ッ ト 粒 剤 出穂２０～１０日前 ４ｋｇ

回数 薬剤名 散布時期 １０ａ散布量

１ スタークル粉剤ＤＬ 出穂期１０日後頃 ３ｋｇ
ス タ ー ク ル 液 剤 １０ １，０００倍（１５０ℓ）

２ キ ラ ッ プ 粉 剤 Ｄ Ｌ 出穂期２４日後頃 ３ｋｇ
キラップフロアブル ２，０００倍（１５０ℓ）
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